
［⽊之⼦⼩］学校（３）年 Ｒ５ふるさと教育・起業家教育の視点を取り⼊れた単元報告シート 作成者名【岡 孝直】
●●●●＝必ず記⼊ ○○○○＝計画に応じて該当するところを記⼊

めざす⼦ども像 井原市の魅⼒について地域の⼈や体験を通して知ったり、⾃分達で調べたりして、相⼿や⽬的に応じて発表の仕⽅を⼯夫しながら、⽊之⼦町の良さを伝えられる⼦ども

学年・学期にお
ける探究課題 ⽊之⼦町の地域の⽅と触れ合うことで、地域の魅⼒を知ったり、相⼿に応じて伝え⽅を⼯夫する⼒を育てる

単元名 ⽊之⼦サロンを訪問しよう（全２０時間＝実施時期︓９⽉〜１２⽉）

単元のねらい ⽊之⼦町の地域の⽅と触れ合うことで、地域の魅⼒を知ったり、相⼿に応じて伝え⽅を⼯夫する⼒を育てる

課題設定 情報収集 整理・分析 まとめ・表現

主な活動 ⽊之⼦町の地域の⽅と触れ合おう。 話を聞く。
資料を読む。

触れ合う⽅法について話し合い、まとめ
る。

ふれ合い交流会を開く。

仕
掛
け
・
⼯
夫

もの
地域の⼈の話 話を聞く。

資料を読む。
触れ合う⽅法について話し合い、まとめ
る。

ふれ合い交流会を開く。

ひと
話を聞く。
資料を読む。

触れ合う⽅法について話し合い、まとめ
る。

ふれ合い交流会を開く。

しごと（こと）

その他

引
き
出
し
た
姿

いばら愛
（郷⼟愛と当事者性）

⽊之⼦町の⼈々のくらしについて知る。 ⽊之⼦町の⼈々のくらしについて知る。

やり抜く⼒
（向上⼼と忍耐⼒）

内容を考えたり、役割を決めたりする。

まき込む⼒
（発信⼒と協働性）

ふれ合い交流会を開く。

アウトプット
の⼯夫

調べたことを全体で共有し、お互いにコ
メントをする。

◆ 実際に連携・接続・交流した他学年、他校（園）種、外部団体等

⽊之⼦公⺠館

◆ 実際に関連付けた教科・領域、学校⾏事等

社会科「市のようすとくらしのうつりかわり」

☜

☜

☜

☜

☜

☜

☜
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集
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・
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８ 成果（○）・課題（△）・来年度に向けて（☆）
○地域の⽅と触れ合うことで、より地域を好きになることができた。
△⾃分達で今後、地域の⽅とどのようにふれあっていきたいのかという視点をもつことができるとよかった。
☆今年度の内容を引き継ぎ、あらかじめ、どんな交流ができるのかを把握しておくと計画が⽴てやすい。

☜７

☜８

相⼿の⽴場に⽴って内
容を考えたり、役割を
決めたりする。

どのように触れ合って
いきたいか出し合う。

「ふれ合い交流会」を開
くことに決定した。

どんな触れ合い⽅があ
るのか、どんな触れ合
いが喜ばれるのか、調
べる⽅法を出し合う
・本
・⼈に聞く

⾃分に必要な資料、⽅
法を考えて、そこから
情報収集をする。

どのように地域の⽅と触
れ合うのかをまとめる。

福祉について考えてい
く中で、もっと地域の
⽅と触れ合いたいとい
う思いをもち課題を設
定した。

ふれ合い交流会を開く。 ⼀⼈ひとり発表し、感
想を伝え合う。

〈R5〉⽊之⼦⼩学校・３年 単元名『⽊之⼦サロンを訪問しよう』の流れ（探究過程）と活動の実際 担当【岡 孝直】
◆単元のねらい「 ⽊之⼦町の地域の⽅と触れ合うことで、地域の魅⼒を知ったり、相⼿に応じて伝え⽅を⼯夫する⼒を育てる」

「ふれあい交流会」を計
画する。

より地域を好きになったことをま
とめた。

「触れ合うことで地域の⽅がどん
な⾵に過ごしてきたのかを知るこ
とができてよかった」
「地域の⽅とたくさんお話ができ
てよかった。」


